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資料 
  



１ 市民アンケート 

 

調査対象 市内で活動する団体、福祉関係者及び利用者（令和 5年 6月実施） 

回収数／配布数 ４３９人／５００人（８７．８％） 

 

  問１ 【性別】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【年齢】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【職業】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

145

33%

女性

290

66%

未回答

4

1%

0 20 40 60 80 100 120 140

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

未回答

1

18

37

46

41

77

121

89

9

0 20 40 60 80 100 120 140 160

自営業

会社員（正規社員）

会社・団体等の法人役員

公務員・団体職員（正規職員）

臨時職員、パート・アルバイト

専業主婦

学生

無職

その他

未回答

36

81

14

19

60

69

1

153

6

0



     【住んでいる地区】 

   
 

 

  問２ あなたはご近所の方と、どの程度お付き合いがありますか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

0 10 20 30 40 50 60 70

宇佐美

湯川

松原

玖須美

新井

岡

鎌田

川奈

吉田

荻

十足

富戸

八幡野

池

赤沢

未回答

70

23

26

58

6

46

41

34

25

29

5

20

45

7

1

3

66

214

62

190

27

2
困りごとを相談しあうなど、家族

同然の付き合いをしている

立ち話や情報の交換をしあう付き

合いをしている

簡単な頼みごとや、物の貸し借り

などをしあう付き合いをしている

顔を合わせたとき、あいさつをし

あうぐらいの付き合いをしている

ほとんど付き合っていない

その他



  問３ あなたは暮らしの問題や医療・福祉・教育などのことで、誰に相談しますか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問４ あなたはどのような地域活動や学習、教養活動に参加していますか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「その他」の意見 

   学校運営協議会、劇団、区議会議員、認知症カフェ、レザークラフト、絵画サークル 

 

配偶者

親

兄弟・姉妹

子

孫

親戚

近所の人

知人・友人
職場の同僚

職場の上司

加入している団体の人
民生委員・児童委員

町内会の役員

保育士や先生

かかりつけの医者
保健師

ヘルパー

病院職員
施設職員

市役所職員

議員

地域包括支援センター

福祉サービス事業所
社会福祉協議会

障がい者相談支援事業所

子育て支援センター
くらし相談センターこころ

その他

0 50 100 150 200 250

212
79
85

138
6

28
25

126
46

11
11
15
9
9

63
6
5
4
8
16

2
32

8
11
4
13

1
11

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

町内会活動

婦人会活動

PTA活動

青年団活動

子供会活動

老人会活動

ボランティア活動

まちづくり活動

文化・スポーツ活動

消防団活動

消費生活に関する活動

保健・健康に関する活動

人権を守る活動

青少年を非行から守る活動

環境を保護する活動

民生委員・児童委員等地域の福祉に携わる活動

参加していない

その他

168

16

22

4

7

30

81

12

39

2

2

19

3

6

7

107

99

21



  問５ あなたは地域の行事や活動にどのように参加していますか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問６ あなたが実際に活動されるとすれば、どのような地域活動や学習・教養活動に参加し

たいと思いますか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「その他」の意見 

   近隣の草刈り、子育て世代への応援 

  

71

204

58

71

35

進んで参加している

機会があれば参加している

あまり参加できていない

参加できていない

未回答

0 20 40 60 80 100 120 140 160

地域や社会に役立つような活動

自分の知識や経験を活かせる活動

新しい知識や教養が身につけられる活動

親しくつきあえる友達をつくることができる活動

社会への見聞を広めることができる活動

自分たちの手で暮らしやすい社会をつくる活動

近隣の人と交流を深める活動

家庭生活を豊かなものにする活動

行政に協力する活動

余裕のある時間を活かすことができる活動

生きがいを得られる活動

健康や体力に自信をつけられる活動

充実した時間が過ごせる活動

その他

144

86

97

78

40

55

92

42

25

55

83

136

78

14



  問７ あなたはご自分の地域について、何か誇りや愛着を感じますか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問８ 地域福祉を進めるために、必要だと思われるものは何ですか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問９ あなたはボランティア活動に参加していますか？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

121

181

103

15

19

感じる

少し感じる

あまり感じない

まったく感じない

未回答

0 50 100 150 200 250

行政と地域が協力して取り組むこと

地域が積極的に取り組むこと

市民一人ひとりが関心を持ち、できることから取

り組むこと

行政が積極的に取り組むこと

わからない

その他

220

64

189

67

26

3

133

79

204

7

16 必要と考え、活動に参加して

いる

必要と考え、参加したいと

思っている

特に参加していない

その他

未回答



  問 10 問 9 において「1 必要と考え、活動に参加している」を選択した方にお伺いいたし

ます。参加するきっかけとしてあてはまるものを記入してください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「その他」の意見 

   ・自分で必要、大切と考えたから・興味から・機会があれば参加したい・広報・退職して

時間ができたため人の役に立ちたい・子どもに健やかな心身でいてほしいと考えたと

ころ、ボランティアの養成講座があった。自分の子供が持てないので地域の子供との

関わり（子育てをする親）を経験したかった。 

 

  問 11 問 9において「1 必要と考え、活動に参加している」又は「2 必要と考え、参加し

たいと思っている」を選択した方にお伺いいたします。今後どのようなボランティア活

動に参加したいですか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「その他」の意見 

   ・防犯関係 

0 10 20 30 40 50 60

講演会や講座に参加してから

新聞やテレビなどの報道で関心を持ったから

友人、知人や家族から勧められたから

町内会やPTA活動などに関わったから

社会福祉協議会からの呼びかけに応じたから

宗教活動から

企業や労働組合の社会貢献から

学校（先生）から紹介

その他

49

34

52

56

25

5

3

3

16

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

高齢者関係

障がい者関係

子育て関係

保健、医療関係

青少年関係

自然保護、環境関係

災害救助関係

文化、伝統の継承

国際協調、海外援助

町内会等の地域活動

その他

97

33

53

22

16

39

22

26

7

87

3



  問 12 あなたは「広報いとう」に折り込まれている「社協だより」（９月、10 月、12月、３

月発行）を読んでいますか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問 13 あなたが日ごろ災害時の備えとして、重要に考えていることは何ですか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0 50 100 150 200

毎号読んでいる

時々読んでいる

読んだことがない

折り込まれているのを知らなかった

130

188

60

14

0 50 100 150 200 250

日ごろからのあいさつ、声かけや付き合い

危険個所の把握

地域での避難訓練

地域における援助体制づくり

要援護者に対する避難支援体制の整備

地域の要援護者の把握

災害対策の研修会

災害ボランティアの育成

その他

218

180

107

59

39

50

28

23

8



  問 14 伊東市社会福祉協議会が運営する次の事業について、関心のあるものをお聞きします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問 15 伊東市社会福祉協議会が力を入れるべき事業は何だと思いますか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  「その他」の意見 

   ・市民後見人の養成・生活弱者（ひとり親、障がい者、孤立老人等）への支援・災害対応・

職員のマナー 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

広報誌「社協だより」の発行

ふれあい広場の開催

社会福祉大会の開催

心配ごと相談

あんしん法律相談

生活福祉資金貸付

高額療養費貸付

応急資金貸付

赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい運動

災害ボランティア活動の支援・育成

ボランティア活動に関する相談援助、支援育成

福祉教育

一人暮らしお楽しみ会

居場所（なごみ等）の運営

桜木デイサービスの運営

介護予防事業の推進

伊東市健康福祉センターの運営

生活支援サービス事業

伊東地域包括支援センターの運営

介護予防教室の実施

生活困窮者自立支援事業の運営

伊東市ファミリー・サポート・センターの運営

日常生活自立支援事業（権利擁護）

子育てサロン“ひよこ”の運営

思春期相談“バースあんどビーズ”の運営

子ども食堂“キッチンさくらぎ”の運営

法人後見事業の運営

放課後児童健全育成事業

ふれあい読書支援事業

市民後見人養成講座の開催

その他

84

64

16

53

41

14

19

8

41

39

30

36

38

55

55

27

37

37

60

48

22

42

10

34

11

45

21

36

10

20

1

0 20 40 60 80 100 120 140

福祉に関する啓発活動や学習機会の提供など

地域福祉を推進する人材やリーダーの育成

ボランティアの育成

地域活動（町内会等での活動）への支援

交流機会の充実（地域間交流、世代間交流等）

その他

139

100

97

115

61

13



  問 16 伊東市社会福祉協議会に対する要望・意見などがございましたら、ご自由にご記入く

ださい。 

  ・ 社協職員が活発に活動いただきたい 

  ・ 他市町村ではフードドライブが盛んですが、伊東市はどうですか？年１～２回新聞等で

見かける程度ですが、あまり必要ではないのでしょうか？ 

  ・ 心配ごと相談は相談に行くのに場所が遠いし（近い人は行けるが…）、実際あまり来てい

ない。もう少し工夫する検討をしてほしい。 

  ・ 生活支援ボランティア、市民後見人養成講座など開催するが、次の活動に結びつけられ

ていない。受講した方たちの意欲を削ぐように見受けられる。 

  ・ シニアプラザ湯川が伊東市社会福祉協議会とは知りませんでした。 

  ・ 高齢者が楽しく暮らせるよう、色々な分野での活動支援を願います。 

  ・ 湯川シニアの駐車場の木（桜、松）を切ってもらいたい。湯川シニアの駐車場が狭いの

で、子育て支援の駐車場が空いているときは使わせていただきたい。 

  ・ 高齢者のことは沢山ありますが、子どもに関することはあまりないような気がします。 

  ・ 何をされているかよくわからない人が多い。組織として何をするところかわかる工夫を。 

  ・ 子どもがいるので「ひよこ」をいつも利用させていただいています。規模が縮小（開く

曜日）したようですが、今後も継続して利用させていただけるとありがたいです。 

  ・ 高齢者の自立のためにも、コミュニティバスを考えてほしい。 

  ・ 身寄りのない人の終末、死後の手続きのための支援 

  ・ 各地区に社協の支部をつくる。 

  ・ 子どもの成長に資する取り組みを期待しています。 

  ・ みんな困っても相談する場所を知らないことが多く、窓口の周知は課題だと思う（老人

だけでなく、精神疾患や障がいの人が利用できるものなどは特に…）。 

  ・ 幅広い分野だと思いますが、子どもは社会の宝だと思うので、幸せに育ってほしいと願

っています。 

  ・ 湯川幼稚園で選挙期間になると、使用停止期間が一週間近くと長いため、そこを利用し

ているお年寄りから「長すぎてその間居場所がなくつまらない」とよく聞きます。せめて

1～2日前位からにしてほしいです。 

  ・ 各居場所運営者との交流やボランティア、サポーターに対しての助成 

  ・ 縦割りをなくし、スムーズな交流 

  ・ 障がい者の高齢化に伴い、家族への支援、独居老人たちの交流の場（孤立しないように）、

老人と子供が接する機会が少なくなっているので、老人が子供を預かるような支援をした

らどうか。 

  ・ 社協の存在すら知らない人もいるのではないでしょうか？ 

  ・ 各種行事、講座等も家から遠いと参加がおっくうになる。開催場所の分散、送迎など考

えてほしい。 

  ・ 社会福祉協議会の会長の話を聞いてみたいです。 

  ・ 1 階の水道を利用させてほしい（飲み水が欲しい）。 

  ・ 高齢化社会に対する社協の役割は？ 



  ・ 地域参加はなるべくしなければと思いますが、どこまでできるかプライベートな部分も

あり、その辺の距離感が難しく自分のやれる範囲かわからない。 

  ・ 会合に出てこられる方々がもっと発言し、話し合う集いにしてほしい。行政サイドがい

いだろうという視点からプログラムを決めてるように見受けられるが、一方通行であるこ

と、もっと参加している方々が話題に参加できるようなプログラムにしていただきたい。 

  ・ 母子（父子）家庭への協力・支援 

  ・ 墓じまいや空き家対策の支援、相談、一人暮らしになったときに必要に応じた転居の相

談など。 

  ・ 透明性のある活動に向けた組織改善 

  ・ 社員の言葉遣いや態度、守秘義務など。また、会長はどのような役割をどのように決め

ているかを開示してほしい。 

  ・ 都会の方では行われている「子育てママカフェ」みたいなものを伊東でもやってほしい

（支援センター内で保育士に 30 分ほど子どもを預け、ママは別室でお茶やママ同士の交

流やヨガ等）。 

  ・ 児童の居場所づくりに取り組んでほしい。 

  ・ 市民としてどのような支援が受けられるのかを具体的に知りたいです。 

  ・ 日常生活自立支援事業や法人後見制度がもっと使いやすくスピーディーになると良いと

いつも思っております。 

  ・ 誰もが利用しやすく参加しやすいボランティアの仕組みを作っていただけたらと思いま

す。 

  ・ どのような活動をしてくれているのかあまり分かっていないので、私のような一人暮ら

しの人間も知っていただけたらと思います。 

  ・ 放課後児童クラブへの支援をよろしくお願いします。 

  ・ 高齢者に対する活動が主になっていると思う。高齢者も大切だと思いますが、子どもや

子どもに携わる人たちの困り感や意見、要望を把握し、できるだけ早い段階で実行してほ

しい。（要望を出しても結局変わらないと思っている人がほとんどだと思う。） 

  ・ 学童があることはとてもありがたいことですが、料金形態を見直して頂きたいです。子

どもの人数が多い家庭には学童の費用がかなり負担になり、働いている意味がないです。

保育園のように２人目は半額、３人目は無料など考えて頂きたいです。東っこ学童のよう

に学年ごとに金額を変えるとか検討をお願いします。 

  ・ 学童さんには毎日お世話になっています。下校後宿題をする場所があり、友達と関われ

る場所があり、おやつを食べさせていただき感謝しかありません。 

  ・ どうゆう組織なのでしょうか。あまり知らない人も多いのでは？ 

  ・ これから年齢的にも色々お世話になると思いますが、自分自身も関心を持っていきたい

です。 

  



  問 17 伊東市の福祉行政に求めるもの、期待する活動・事業はどういったものですか。また、

今後住みよいまちづくり（地域福祉）を進めていくためのご意見・ご要望がございまし

たら、ご記入ください。 

 

  ・ 心を豊かにするための子ども育成は大切だと思います。生活が安定しなければ、助け合

う心のゆとりはでないと思うので、まず、市民が安心して生活できるよう、市政の努力が

必要だと考えます。 

  ・ 子育て支援が充実すれば、少子化問題が少しでも良くなるのではないか。 

  ・ 民生委員の教育が必要。各委員の自覚に差がありすぎる。 

  ・ 市民農園を作ってほしい。 

  ・ 行政発信をたくさん行ってください。 

  ・ 地域住民が気軽に参加できる交流型の学習の場を提供してほしい（参加してお得と感じ

るもの）。話を聞くだけでは苦痛、つまらない。 

  ・ 子どもが楽しく過ごせるような場所を考えてほしいです。 

  ・ 行政の前向きで強力なリーダーシップを期待 

  ・ 何をするにも人材が不足している気がします。人手を増やす取り組みが今後より必要で

はないでしょうか？ 

  ・ ボランティア、サポーターとの交流、協力など 

  ・ みんなで拾い上げ、すくい上げる努力。一人を大切にできること。 

  ・ 障がい者（成人）に対するガイドヘルパーの養成 

  ・ 年齢関係なく楽しめるイベント 

  ・ 交通費を必要とすることが多いので、バス代を無料にしてもらいたい。 

  ・ 鎌田幼稚園など使用されていない場所を老人、子供の居場所として考えてほしい。 

  ・ 1 行や 2行では語れない問題ばかりでしょう。 

  ・ 引きこもりの人は何がきっかけで外に出てくれるのか。家族の理解を得るよう働きかけ

ることが必要と思われる。 

  ・ 色々なことを広報などで広めてほしい。孫たちと色々参加したいと思います。 

  ・ 老人が多くなるので、老人のための色々なことを計画してほしい。 

  ・ 専門家が知識を笠にやろうとする内容ではなく、参加する高齢者のモチベーションが上

がるやり方を工夫してほしい。 

  ・ 母子（父子）家庭への協力・支援 

  ・ 無縁社会、相談者のいない人たちが騙されたり途方に暮れたときに相談できる機関のよ

うなもの。 

  ・ 子育てサロンひよこの実施日が少なくなってしまい残念です。日曜日など未就園児以外

の兄弟、友人と一緒にいけるようになるといいなと思います。 

  ・ 自分が退職して時間ができたら毎日外に出ることが大切だと痛感しています。そういう

人の力を埋もれさせないように生きがいと共に自分の衰え防止強化が必要と考えます。 

  ・ 若い人（中高生）の参加、協力、関心を持ってもらいたい。 

  ・ 各スポーツクラブの交流会等のイベントの開催 



  ・ 空地、空き家をなくす取組 

  ・ 子育ての援助や高齢者と社会のかかわり方や諸事の対応 

  ・ 都会の方では行われている「子育てママカフェ」みたいなものを伊東でもやってほしい

（支援センター内で保育士に 30 分ほど子どもを預け、ママは別室でお茶やママ同士の交

流やヨガ等）。 

  ・ 声かけがあってもいいかと思う。 

  ・ 子育て支援の環境づくりに力を入れてほしい。 

  ・ 「福祉」を他人事ではなく自分の事として考えることが大事だと思います。福祉教育を

通して子供や親の関心が増すような取組が必要ではないでしょうか。 

  ・ 独居高齢者のための移動支援（受診、買い物等）の充実は早急に取り組むべき課題だと

思います。 

  ・ ワンストップの相談窓口を設けてほしい。 

  ・ 子育てしやすい街になったらいいなと思います。 

  ・ 体操教室に参加しているが、週２回くらいになると忘れないで家でも練習できるので、

２回を希望します。  



２ 高校生アンケート 

   

調査対象 伊豆伊東高校２年生及び３年生（令和 5年 6月実施） 

回答数 ２年生１９２人・３年生１９８人 

 

ボランティア活動についてお聞きします 

  問１ あなたはボランティア活動をしたことがありますか？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問２ 問１で「ある」と答えた人にお聞きします。きっかけは何ですか？ 
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ない
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21

3113

45

26

親に勧められて

友達に誘われて

自分から進んで

先生に勧められて

学校の授業の一環として

その他



  問３ 問１で「ある」と答えた人にお聞きします。あなたが体験したボランティア活動は何

ですか？ 

     また、今後体験してみたいボランティア活動はありますか？ 

体験した活動 地域の清掃、海（海岸）の清掃、介護・福祉施設での体験活動、保育園・

幼稚園での体験活動、トライアスロン大会、募金、あいさつ運動、災害ボ

ランティア、地域の伝統行事継承、草刈り、シャッターアート、花壇の整

備、神社清掃、老人ホームの生け花、ふるさと教室、廃品回収、一碧湖の

ゴミ拾い、地域イベント、たけのこ採り PCプログラミング、国際交流フ

ェスタ、学童の手伝い、夢チャレンジクラブ、献血活動、図書館での手伝

い、ふれあい学習活動、按針像磨き、特別支援の手伝い 

今後、体験し

てみたい活動 

地域の清掃、手話、介護体験、観光ボランティア、観光イベント、読み聞

かせ、災害ボランティア、災害派遣、国際交流フェスタ 

 

  問４ 問１で「ない」と答えた人にお聞きします。その理由は何ですか？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問５ あなたは「医療」「福祉（介護・障害福祉）」「保育」の仕事に関心はありますか？ 
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その他
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  問６ 問５で「とてもある」「少しある」と答えた人にお聞きします。 

     「医療・福祉・保育」の仕事に関心を持ったきっかけは何ですか？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問７ あなたは「医療・福祉・保育」に関する仕事をしたいと思いますか？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問８ 問７で「強くそう思う」「少しそう思う」と答えた人にお聞きします。 

そう思った理由は何ですか？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「その他」の意見 

  子供が好きだから、保育園の先生がすごく優しかったから 
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自分や家族、友人知人等が病気にかかったことから

高齢者や障がいのある人が身近にいたことから

子供の頃の思い出で保育に興味が湧いたことから

仕事にたずさわる家族や友人・知人がいたことから

ボランティア活動に参加したことから

授業や職場体験で仕事を知ったことから

動画やテレビ、雑誌で見聞きしたことから
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その他
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  問９ 問７で「強くそう思う」「少しそう思う」と答えた人にお聞きします。 

働きたいと思う職種は何ですか？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問 10 問７で「あまりそう思わない」「まったくそう思わない」と答えた人にお聞きします。 

そう思った理由は何ですか？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「その他」の意見 

  将来の夢は決まっているから、上下関係が厳しいと聞いたから、給料が安い、命は預かれな

い、奥が深いため  

65
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医療職（例：医師、看護師、

薬剤師、歯科衛生士、理学療

法士など）

福祉職（例：介護福祉士、ヘ

ルパー、社会福祉士、相談支

援専門員、作業療法士など）

保育職（例：保育士など）
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  問 11 あなたは、伊東市がどんな「まち」になったら良いと思いますか？また、どんな「ま

ち」であってほしいと思いますか？ 
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大型商業施設に賑わう街
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３ 市民満足度調査抜粋 

◇ 伊東市のまちづくりに対する「満足度」・「重要度」について 

問４ 市が行っている取組について、どのくらい満足していますか。 （回答は１つ） 
    （「満足」「おおむね満足」「やや満足」「やや不満」「かなり不満」「不満」の６段階にて評価） 

項目 
令和 5年度 令和 4年度 

満足度※ 順位 満足度※ 増減 順位 

1 危機管理体制の充実（自然災害等からの危機管理体制） 64.5% 11 58.0% 6.5 23 

2 総合治水対策の強化（水害や土砂災害対策等） 60.3% 23 64.6% -4.3 12 

3 災害に強い建築物や公共施設の整備（耐震性等の安全性の確保） 56.8% 31 － －  

4 生活安全の推進 75.3% 2 63.6% 11.7 15 

5 消防・救急体制の強化 74.9% 5 74.6% 0.3 3 

6 地域医療の充実 53.8% 32 46.4% 7.4 35 

7 健康づくり支援 75.3% 2 65.7% 9.6 10 

8 出産・子育て支援の充実 57.1% 30 53.0% 4.1 31 

9 保育及び幼児教育の充実 60.8% 21 － －  

10 高齢者福祉の充実 61.9% 17 60.4% 1.5 22 

11 障がい者福祉の充実 66.3% 9 63.9% 2.4 14 

12 地域内の助け合いなどの地域福祉の充実 64.1% 13 62.4% 1.7 19 

13 お互いの個性と多様性を認め合う社会の実現 62.0% 16 54.6% 7.4 29 

14 自然との共生社会の推進 71.9% 6 61.9% 10.0 20 

15 循環型社会の推進 63.4% 15 77.2% -13.8 2 

16 生活排水対策の充実 61.9% 17 62.8% -0.9 16 

17 安全でおいしい水の安定供給 85.4% 1 86.7% -1.3 1 

18 海岸・高原・住宅地及び市街地の街並みなどの良好な景観の形成 59.5% 25 54.2% 5.3 30 

19 バス・鉄道などの公共交通対策の充実 30.1% 41 33.6% -3.5 43 

20 道路環境の整備 41.8% 39 44.4% -2.6 39 

21 教育環境の整備 58.6% 29 68.5% -9.9 8 

22 未来を創る教育の充実（小・中学校） 53.2% 33 68.4% -15.2 9 

23 生涯学習活動の推進 61.4% 20 69.4% -8.0 6 

24 青少年の健全な育成 64.2% 12 62.5% 1.7 18 

25 市民スポーツ活動の支援 68.2% 7 68.7% -0.5 7 

26 芸術・文化に触れる機会の充実 61.9% 17 57.8% 4.1 25 

27 史跡・郷土芸能の保存 75.0% 4 70.7% 4.3 5 

28 郷土愛の醸成 65.6% 10 － －  

29 観光の振興 48.3% 34 47.6% 0.7 34 

30 広域連携による誘客の拡充 47.5% 36 44.6% 2.9 38 

31 商工業の振興 41.8% 39 42.8% -1.0 41 

32 農林業の振興 59.3% 28 45.1% 14.2 37 

33 水産業の振興 63.9% 14 52.8% 11.1 32 

34 移住定住の促進・関係人口の拡大 46.2% 37 － －  

35 国際交流機会の充実 59.5% 25 65.4% -5.9 11 

36 市民の声をうかがう機会の充実 46.0% 38 46.0% 0.0 36 

37 市民活動などの地域活動の推進 59.8% 24 57.9% 1.9 24 

38 男女共同参画社会の推進 60.8% 21 56.4% 4.4 26 

39 市民に対する市職員の対応 67.6% 8 64.2% 3.4 13 

40 市の財政の健全な運営 47.6% 35 49.4% -1.8 33 

41 市からの情報提供 59.4% 27 55.5% 3.9 27 

  ※「満足度」は、「満足」「おおむね満足」「やや満足」と答えた人の割合 

  ※質問項目3、28、34は、令和5年度から新たに追加したため令和4年度はデータ無し 

  ※質問項目9は、令和4年度までの設問を統合したため、データ無し  



問４ 市が行っている取組について、どのくらい重要だと思いますか。 （回答は１つ） 
     （「重要」「やや重要」「あまり重要でない」「重要でない」の４段階にて評価） 

項目 
令和 5年度 令和 4年度 

重要度※ 順位 需要度※ 増減 順位 

1 危機管理体制の充実（自然災害等からの危機管理体制） 98.2% 1 98.4% -0.2 1 

2 総合治水対策の強化（水害や土砂災害対策等） 97.6% 3 93.3% 4.3 13 

3 災害に強い建築物や公共施設の整備（耐震性等の安全性の確保） 94.5% 10 － －  

4 生活安全の推進 96.4% 7 94.8% 1.6 8 

5 消防・救急体制の強化 97.9% 2 96.9% 1.0 3 

6 地域医療の充実 96.9% 6 97.9% -1.0 2 

7 健康づくり支援 83.2% 32 90.7% -7.5 25 

8 出産・子育て支援の充実 91.9% 19 92.8% -0.9 15 

9 保育及び幼児教育の充実 90.7% 24 － －  

10 高齢者福祉の充実 90.9% 22 91.8% -0.9 21 

11 障がい者福祉の充実 91.5% 21 92.1% -0.6 17 

12 地域内の助け合いなどの地域福祉の充実 86.2% 29 85.5% 0.7 34 

13 お互いの個性と多様性を認め合う社会の実現 78.4% 36 83.4% -5.0 36 

14 自然との共生社会の推進 84.4% 31 93.6% -9.2 12 

15 循環型社会の推進 89.7% 26 95.1% -5.4 6 

16 生活排水対策の充実 93.5% 12 95.0% -1.5 7 

17 安全でおいしい水の安定供給 97.0% 5 95.4% 1.6 5 

18 海岸・高原・住宅地及び市街地の街並みなどの良好な景観の形成 86.6% 28 86.9% -0.3 31 

19 バス・鉄道などの公共交通対策の充実 94.6% 9 93.9% 0.7 11 

20 道路環境の整備 94.2% 11 94.5% -0.3 10 

21 教育環境の整備 93.3% 13 91.9% 1.4 20 

22 未来を創る教育の充実（小・中学校） 93.2% 14 91.6% 1.6 23 

23 生涯学習活動の推進 82.0% 33 76.8% 5.2 40 

24 青少年の健全な育成 90.8% 23 87.4% 3.4 30 

25 市民スポーツ活動の支援 71.9% 40 71.6% 0.3 43 

26 芸術・文化に触れる機会の充実 75.5% 38 73.1% 2.4 42 

27 史跡・郷土芸能の保存 80.9% 34 76.7% 4.2 41 

28 郷土愛の醸成 75.3% 39 － －  

29 観光の振興 92.3% 16 92.1% 0.2 17 

30 広域連携による誘客の拡充 88.0% 27 84.9% 3.1 35 

31 商工業の振興 92.2% 18 88.9% 3.3 28 

32 農林業の振興 89.8% 25 87.6% 2.2 29 

33 水産業の振興 92.3% 16 92.1% 0.2 17 

34 移住定住の促進・関係人口の拡大 86.0% 30 － －  

35 国際交流機会の充実 70.6% 41 66.8% 3.8 44 

36 市民の声をうかがう機会の充実 93.2% 14 91.3% 1.9 24 

37 市民活動などの地域活動の推進 79.1% 35 82.0% -2.9 37 

38 男女共同参画社会の推進 78.2% 37 78.3% -0.1 39 

39 市民に対する市職員の対応 91.6% 20 89.5% 2.1 27 

40 市の財政の健全な運営 97.6% 3 96.5% 1.1 4 

41 市からの情報提供 96.2% 8 94.7% 1.5 9 

  ※「重要度」は、「重要」「やや重要」と評価した人の割合 

  ※質問項目3、28、34は、令和5年度から新たに追加したため令和4年度はデータ無し 

  ※質問項目9は、令和4年度までの設問を統合したため、データ無し 

  



４ 策定経過 

 計画策定までの流れ 

実施期間 実施内容 

令和5年3月～4月 計画策定に向けた社会福祉協議会との事前協議 

令和5年5月～6月 
地域福祉計画策定のための市民アンケート・高校生アンケー

トの実施 

令和5年7月6日 庁内関係課との協議 

令和5年9月6日 第 1回 策定委員会 

令和5年9月25日 第 1回 市民懇話会 

令和5年10月18日 第 2回 市民懇話会 

令和5年11月20日 第 3回 市民懇話会 

令和5年12月21日 第 2回 策定委員会 

令和5年12月28日～ 

令和6年1月29日 
パブリックコメントによる意見募集 

令和6年2月6日 パブリックコメントの結果報告 

令和6年3月 第４次伊東市地域福祉計画策定 
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